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　皆さまこんにちは。お

招きいただきありがとう

ございます。私は２０年前、

日本に来て杏林大学で教

授をやっておりまして、

去年五十路になったとき、

これからの人生をどう過

ごせばいいか考え、これ

までの生き方を少し変え

ていこうと思いました。今日はそのことについてお

話しさせていただきます。

　結論で言えば３つの方向性を考えています。最初

は翻訳の活動です。私は和歌、短歌など、日本の詩

の世界をこれから英語に紹介していきたいと思いま

す。これまでに百人一首を出しましたけれど、今は

伊勢物語を翻訳しておりまして、その後、万葉集、

芭蕉の俳句、現代詩に至るまで、日本の詩の世界を

海外に紹介したいと思っています。私から見れば日

本という国はあまりよく理解されていない。特に日

本人の素晴らしい素直な精神があまりよく理解され

ていないと思いますが、日本の和歌や短歌を読むと、

その精神が一番素直に映るんではないかと考えてい

ます。これはとても採算が合わないんですけれど、

別に翻訳の会社も作って商業ベースで仕事もしてお

りますので、もし何か役に立つことがあれば教えて

ください。

　次は詩人としての仕事です。私が最も強く日本の

和歌と短歌を翻訳しようと思ったのは、これまで学

者ばかりが翻訳して、あまり詩的な翻訳がなかった

からです。私の詩的な翻訳が認められて賞をいただ

けたのだと思っています。今度はクリエィティブ・

ニューポエットです。私は主に英語で詩を書いてい

ますけれど、去年歌会始めに呼ばれて、それで日本

語で詩集を出そうと決心しました。皇后さまの詩で

「命ある　もののかなしさ　早春の　光の中に　ユ

スリカの舞う」皇后さまがユスリカという小さな生

き物に注目されたことに大変感銘を受けまして、そ

れに対して私が詩を書きました。「あわれなる　ユ

スリカにさえ朝日さす　雲上の光　永久に続かん」

朝日さすというのは古典の中では天皇の意味、雲上

も当然宮中ということで、元の意味はユスリカにさ

え光を与える存在、両陛下も永遠に続いたらいいな

という詩です。この詩も英訳いたしました。

　最後に版画です。今、私は新富嶽三十六景を作成

中で、来年、本にして出します。また展示会をした

いと思っています。私は富士山が大好きで、週末は

いつも山中湖に籠って詩を書いたりしています。ま

た北斎の富嶽三十六景も大好きで、これをオマージュ

しながら、現代の日本の社会を考えたいと思ってい

ます。翻訳はどちらかというと外に向けて日本を紹

介する、日本に対する恩返しだと思っていますけれ

ど、この作品は日本に生きる自分として、日本人に

ちょっと考えてもらいたいというところです。

　皆さんからみればめちゃくちゃな仕事かも知れな

いですけど、私の心の中では少しずつ統一していく

感じはします。

　ご静聴ありがとうございました。

新世代委員会の活動として入団、支援しております「東京芝生応援団」

にて、各校での夏場メンテナンスのボランティアの方々に水分補給し

て頂くため、水とお茶のペットボトル１２ケースを支給させていただき

ました。

今後とも出来る範囲ではありますが校庭緑化運動を支援していきたい

と考えておりますので、ご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。
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